
Fukuoka Art Next 推進委員会
9.13｜土｜―9.28｜日｜SAT SUN

福岡現代作家ファイル2025
ONE FUKUOKA BLDG. 1階 グランドロビー

お問い合わせ｜
TEL： 092-707-3779（受付時間 平日10:00–17:00）

The hare eating a loaf ofgardenia bread and spinning around牛島智子 《くちなしパンを食み スピンするウサギ》
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【お願い】
・本展示はONE FUKUOKA BLDG.商業施設内で実施します。
・ご鑑賞の際、他のお客様の通行や店舗営業の妨げとならないようご配慮ください。
・展示物は自由に撮影していただけます。また作品に直接お手を触れないでください。
・安全で円滑な運営を心掛けます、どうぞご協力をお願いします。

1980年代より制作をスタートした牛島智子（八女市在住、第３回

福岡アートアワード市長賞受賞）は、平面、半立体、立体のアンサンブル
で織りなされる時空を創りだし、入り込んで全身で味わう
ことを誘う、開放的な芸術体験のあり方を探究しているアー
ティストです。
天神に誕生したONE FUKUOKA BLDG. 1階グランドロビー
を会場とした今回の展示では、これまでの彼女の創作歴の
中で扱われてきた、自然や宇宙の基本原理に根ざすモチーフ
群～元素記号、正多面体、周期表などが、八女和紙で作ら
れた立体ウサギとともに一堂に集まり、新たな連関を繰り
広げます。
絵付けしたコマを回転させ、光の混色を起こすと、コマは止
まった状態では感じとれなかったʻ明るさ’を放ちはじめます。
ちょうどそれと同様に、１つ１つが自立した造形どうしが、互い
にパワーを発しあい、共鳴することで、新しい光が湧きたち、
時空が生動しはじめる――牛島智子のインスタレーション
が産み出すそうした光景を、ぜひ、お愉しみ下さい！

天神ビッグバンによる都市再開発の一環として、2025年に
福岡市中心部に誕生した大型複合ビル。「創造交差点」を
コンセプトに、商業・文化・生活が融合する新拠点として注目
を集めています。館内には、国内外で活躍するアーティスト
による、120を超えるアートが点在しており、来街者や館内で
働く人々が身近にアート楽しむことができます。

■西鉄電車 西鉄天神大牟田線「福岡（天神）」駅より徒歩3分
■高速バス 西鉄天神高速バスターミナルより徒歩3分
■博多駅から 地下鉄空港線「博多」駅→「天神」駅（約6分）
■福岡空港から 地下鉄空港線「福岡空港」駅→「天神」駅（約11分）
※一時駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用の上お越しください。

本展キュレーター｜大日方欣一（Kinichi Obinata）   協力｜牧野身紀（Miki Makino）

撮影｜山﨑信一（スタジオパッション）

撮影｜長野聡史 撮影｜長野聡史

メインプログラム

ONE FUKUOKA BLDG.に関する情報は
公式サイトをご確認ください。

Access

ONE FUKUOKA BLDG.

福岡市美術館、福岡アジア美術館、Artist Cafe Fukuokaでの特別
な展示だけでなく、4月に天神に開業したONE FUKUOKA BLDG.
１階グランドロビーでは、第3回福岡アートアワード・市長賞を受賞
された福岡作家：牛島智子氏の大型インスタレーションを展示する
ほか、多くのFaNパートナーやアートギャラリーが、この期間だけ、
とっておきのアートイベントを開催。
街のいたるところでいろんなアートに出会えます。
また、記念すべき第10回を迎えるアジアをコンセプトにした国内最大
級のアートフェア「ART FAIR ASIA FUKUOKA 2025」をマリン
メッセ福岡B館で開催します。
今、最もフレッシュな福岡やアジアのアートシーンを、ギュッと濃縮
した特別な16日間です。ぜひお楽しみください。

FaN Week 2025
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｜観覧無料｜

Tomoko Ushijima牛島智子｜ Artist
1958年福岡県八女市生まれ。81年に九州産業大学芸
術学部美術学科を卒業後、上京。ヒルサイドギャラリー、
スカイドアアートプレイス青山などで個展発表を重ねる。
90年代末に拠点を福岡・八女に移し、八女櫨研究会の
立ち上げやワークショップの開催に取り組みながら、木
蝋や八女和紙、コンニャク糊などの素材を使い、風土・く
らし・人間などもモチーフとした制作を精力的に続けて

いる。近年の個展に「2重らせんはからまない」（福岡県立美術館、’22）、「葉室の
光彩」（EUREKAほか、’23）、「ホクソ笑む葉緑素」（九産大美術館、’24）など。

牛島智子《家婦》2020年


